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人口動態分析の整理について
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市人口ビジョン

目標：2060年８万人維持
【達成（設定）条件】
 合計特殊出生率

2030年～2060年「2.07」
 子育て世帯の転入出

2020年～2060年「±0」

［参考］低位推計（2060年67,900人）
合計特殊出生数、子育て世帯の移動が、

「現状のまま」の場合の推計値。
 合計特殊出生率
2015年～2060年「1.72」(H21-25平均)

 子育て世帯の転入出
2015年～2060年「▲60世帯/年」(H22-27平均）

目標人口

低位推計

（表２）人口推移

（表１）目標人口

○人口は増加傾向
（対H27年比＋1,066人）

○目標人口を上回る

○伸び率はやや鈍化

（出典）住民基本台帳

（表３）３区分別人口割合（出典：住民基本台帳）

○年少人口と生産年齢人口が減少
対H27年比
年少人口▲310人、比率▲0.6ポイント
生産年齢人口▲640人、比率▲1.5ポイント

○高齢化率 23.6％
高齢化率は県内23市で最も低いが、
高齢化は着実に進行している。

（表４）自然増減と社会増減 （出典）住民基本台帳
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転入 転出 社会増減

○H27→H30はすべて人口増加
自然増減は減少傾向。
社会増に支えられている。
対27年比 自然増減：▲７人

社会増減：＋243人

○人口減少エリアに近い状況が継続。

○人口の構造的なバランスを保つため
には、自然増をいかに増やすかが重要。

（表５）出生数と死亡数（自然増減）（出典）住民基本台帳

（表６）転入数と転出数（社会増減）

○出生数が、

再び800人台に減少
（対H29年比▲68人、対H27年比▲47人）

○死亡数はほぼ横ばい
（対H27年比▲39人）

今後、団塊の世代の高齢化によ
り、死亡数の増加が見込まれる。

○転入者が増加
（対H27年比＋385人）

外国人の転入増加が下支え
（参考：H27→H31外国人＋1,352人）

○転出者数も増加
（対H27年比▲142人）

転出者の大半は近隣市町へ転出

（出典）住民基本台帳

0-14歳 15-64歳 65歳以上

（人）

（人）

平成31年４月１日現在の袋井市人口は88,221人であり、目標人口を上回るなど人口確保の面では安定している。
他方、子育て世代の転出超過や外国人市民の増加、女性の社会進出をはじめ、多死社会の到来や単身高齢者の増加など、
人口の構造的な変化への適応が課題。

（出典）袋井市人口ビジョン

袋井市 H27:21.5% → H31:23.6%（＋2.1%）
▲640人
▲1.5%

▲310人
▲0.6%

近隣市町の高齢化率推移
掛川市 H27:24.4% → H31:26.7%（＋2.3%）
磐田市 H27:25.3% → H31:27.8%（＋2.5%）
菊川市 H27:24.6% → H31:26.5%（＋1.9%）

少子
高齢化

人口
増加

人口減
間近

出生数
減少

転入者
増加

目標人口と人口推移

年齢構成

低位推計

目標人口

（1,221人増）

自然増減と社会増減

1
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1.58

1.73 1.71 1.78

1.58
1.70

1.84
1.71 1.73 1.69 1.64

1.79

（表７）若年女性（15～45歳）人口、出生数、合計特殊出生率
（出典）住民基本台帳、静岡県人口動態統計

○若年女性人口が減少（対H27年比▲635人）2008年をピークに11年連続減

○若年女性人口の減少に伴い出生数も減少傾向

○合計特殊出生率は1.79と回復している（対H27年比＋0.1ポイント）

○初婚年齢は低いものの出産数ピークは30～34歳と、晩産傾向が続く

晩産傾向により、第２子、第３子の出産に影響しているものと推測される。
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（表８）母親の５階級別出生数 （出典）静岡県人口動態統計

（表９）５歳階級別人口増減人数

○子育て世帯の近隣市町への転出超過が続く

○一方で、20歳～35歳は転入超過

（表10）
H31県人口推計とH27国勢調査比較

○人口増加人数…県内第１位

○人口増加率…県内第２位

○30市町が人口減少。増加は３市２町のみ

○高齢化率は23.6%。県内23市で最も若いまち

静岡県 29.1%
袋井市 23.6%

若年
女性
減少

晩産
傾向

参考：初婚年齢（出典）人口動態統計
袋井市 H29:男性30.8歳、女性29.1歳
静岡県 H29:男性31.1歳、女性29.1歳
全 国 H29:男性31.1歳、女性29.4歳

（図１）子育て世帯（0～9歳）の
近隣市町等への転出入状況（H27～H30）

静岡市

浜松市

磐田市

掛川市

菊川市袋井市

12

▲ 75 ▲ 22

▲ 193

▲ 13

県外
▲74

（出典）住民基本台帳

（出典）住民基本台帳人口移動報告
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若年女性人口

出生数

合計特殊出生率

H26 H31 増減

０～４歳 4,654 4,153 -

５～９歳 4,516 4,494 ▲ 160

10～14歳 4,373 4,514 ▲ 2

15～19歳 4,076 4,374 1

20～24歳 4,269 4,368 292

25～29歳 5,491 4,849 580

30～34歳 6,260 5,748 257

35～39歳 6,666 6,187 ▲ 73

40～44歳 6,648 6,509 ▲ 157

45～49歳 5,252 6,559 ▲ 89

50～54歳 4,961 5,286 34

55～59歳 5,474 4,945 ▲ 16

60～64歳 6,242 5,440 ▲ 34

年
少

生
産
年
齢

（出典）県長寿政策課公表資料

（図２）県内高齢化率調査
（出典）県長寿政策課公表資料

他市町との比較

子育て世代の動向出生に関する状況

2
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転入 223
転出 298

転入 30
転出 52

転入 41
転出 54

転入 148
転出 341



2015年国勢調査等から見る袋井市の人口動態Ⅰ
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単身高齢者数は急増している

（出典）住民基本台帳

団塊の世代が高齢者になり高齢化が進む
一方、団塊ジュニアの子ども世代は人数が多くない
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・在住外国人の国籍は、ブラジル人が過半数を占め、次いでアジア諸国出身者が多い
・平成27年から平成31年の間で、ブラジル人が694人、ベトナム人が334人増加している

男女ともに有配偶率は低下傾向
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主に平成27年度の国勢調査結果のほか、本市住民基本台帳などから本市の人口等に関するトレンドをつかむためのグラフを作成した。
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・現在、外国人人口は総人口の５％
・H27→H31 外国人人口1,352人増加
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産業別従業者年齢割合

女性の正規職員割合が低い

従業員特化係数は、製造業と運輸業で男女ともに高い
※特化係数…本市各産業の構成比を全国比率で除したもの

本市への居住期間10年未満が約４割
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Ａ 農業，林業

うち農業
Ｂ漁業
Ｃ 鉱業，採石業，砂利採取業

Ｄ建設業
Ｅ製造業
Ｆ電気・ガス・熱供給・水道業
Ｇ 情報通信業

Ｈ 運輸業，郵便業

Ｉ 卸売業，小売業

Ｊ 金融業，保険業

Ｋ 不動産業，物品賃貸業

Ｌ学術研究，専門・技術サービス業
Ｍ宿泊業，飲食サービス業
Ｎ生活関連サービス業，娯楽業
Ｏ 教育，学習支援業

Ｐ医療，福祉
Ｑ複合サービス事業
Ｒサービス業（他に分類されないもの）
Ｓ公務（他に分類されるものを除く）
Ｔ分類不能の産業

H17男 H22男 H27男
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Ｂ漁業
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Ｅ製造業

Ｆ電気・ガス・熱供給・水道業

Ｇ 情報通信業

Ｈ 運輸業，郵便業

Ｉ 卸売業，小売業

Ｊ 金融業，保険業

Ｋ 不動産業，物品賃貸業

Ｌ学術研究，専門・技術サービス業

Ｍ宿泊業，飲食サービス業

Ｎ生活関連サービス業，娯楽業

Ｏ 教育，学習支援業

Ｐ医療，福祉

Ｑ複合サービス事業

Ｒサービス業（他に分類されないもの）

Ｓ公務（他に分類されるものを除く）

Ｔ分類不能の産業

~20代 30代 40代 50代 60代 70代~

産業区分別従業者数の比率に変化はなし
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(1,808世帯)
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(1,336世帯)
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(978世帯)
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核家族世帯 三世代同居世帯 その他

６歳未満の子がいる世帯の約８割が「核家族」

住宅地の地価は、近隣市町と同程度

男性 女性

製造業に従事する男性は増加するものの、女性で減少
卸売・小売では男女減少、医療・福祉では男女増加

H27男性 H27女性

男性 女性

（円/㎡）出生時から

15,524 人
18%

１年未満

5,074 人
6%

１年以上５年未満

14,501 人
17%

５年以上10年未満

11,285 人
13%

10年以上20年未満

12,953 人
15%

20年以上

24,158 人
28%

不詳

2,294 人
3%

平成27年
本市居住者

85,789人

主に平成27年度の国勢調査結果のほか、本市住民基本台帳などから本市の人口等に関するトレンドをつかむためのグラフを作成した。
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（出典）地価公示結果

※本市は、工業用地内の
地価公示調査点がないた
め数値なし

16

掛川市の商業地価格は、横須賀をはじめとする沿岸部の価格が下落してい
るため、掛川市内平均も低くなっている。

（出典）しずおかけんの地域経済計算

朝日
インテック

武蔵野

高雄工業

H20～H30 R1～

トッパン
フォームズ

従業員100人以上
企業の立地
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掛川市 磐田市 菊川市 浜松市 静岡県 袋井市

一人当たり市町民所得（地域の所得力）は、県平均と連動

（円）
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製造業↑
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査
地
点
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し

2015年国勢調査等から見る袋井市の人口動態Ⅱ
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